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フルパッシブ矯正の理論と臨床
―生理的機構に調和した安定度の高い咬合をめざして

［著］ 田村 元（東京都開業） ［共同執筆］ 丸山成暢（田村矯正歯科勤務）

田村　元先生が独自に考案・開発した“歯の移動が速く、痛みが
少ない治療により、保定後の安定度を高める”フルパッシブ矯正。
開発の歴史的背景、ブラケットの機構、治療の過程と予後、具体的
な手技の着眼点や注意点などを、考案者・臨床家の視点から説明
する。また、基本的なQ&Aとともに、代表的な症例および緊密な
咬頭嵌合を得た症例の模型舌側面観写真を豊富に紹介。矯正
治療の新時代を切り拓く、画新的なフルパッシブ矯正の全貌を
体系的に解説する。

歯科矯正の新時代を切り拓く
革新的な矯正治療を体系的に解説する！
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